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巻頭言 

「変化ありきで考える」 

平成 21 年度エレクトロニクスソサイエティ会長      

現在のエレソ運営体制は「企画会議」、「編集出

版会議」、「研究技術会議」の分担と連携が基本に

なっています。「企画会議」では、エレソ活性化

のための企画の取りまとめと発信、会員サービス

の充実などに取り組んでおります。エレソ全体の

財務も担当しており、独立採算のもとでの運営に

力を注いでおります。学生や若手研究者の

encourage も活動のひとつです。エレソは和文論

文誌、英文論文誌、さらに電子ジャーナル ELEX

を発行しております。それぞれの編集委員会をと

りまとめているのが「編集出版会議」です。イン

パクトファクター（IF）については賛否両論があ

りますが、高いことにはこしたことはなく、是非

とも本学会関係の論文を意識して引用すること

で IF が向上し、論文の質、量ともに高まり良い

循環につながって欲しいと思っております。「研

究技術会議」では、エレソ活動の特徴である研究

会（各研究専門委員会が主管）の支援やソサイエ

ティ大会の活性化などを担当しています。本格論

文化に先立っての信頼できる仲間達との

face-to-face 議論用の「叩き台」としての性格を

残している研究会技術報告（技報）ですが、エレ

ソでは技報電子化（試行）を開始いたしました。

益 一哉 (東京工業大学) 

 

本年度のエレ

クトロニクスソ

サイエティ（エレ

ソ）会長を拝命致

しました東京工

業大学の益です。

昨今の厳しい経

済状況の中、電子

情報通信学会やエレソの置かれている状況は何

かと厳しいものがあります。厳しい折であるから

こそ、知恵を出し、乗り切るばかりではなく次の

ステップへ踏み出す必要があると思っておりま

す。 



皆様方の忌憚のないご意見をいただきたいと思

っております。国際会議を含めて、アーカイブ化

は非常に重要な課題であり、エレソばかりではな

く電子情報通信学会がアジアの中核学会として

役割を担うためには積極的に進めるべきである 

と思っております。 

エレソ会員の皆様、次期会長板屋さん、運営委

員の皆様と一緒に運営させていただければと思

っております。どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

さて、個人的な視点で恐縮ですが、昨今の社会

の変化の早さを考えると、学会そのものはこのま

まで良いのか、電子情報通信学会の構成要素であ

るエレソそのもの、エレソを構成する各種委員会

や研究専門委員会、さらに論文誌はこのままで良

いのかということを真剣に議論し、少しでも行動

に移さなければならないと思っております。 

電子情報通信学会には３万数千名、エレソは７

千名以上の会員がおります。産業界の会員が概ね

半数おります。本学会の会員は、半数が産業界と

言っても特段驚かれないと思いますが、学会員の

半数が産業界であるというのは我が国の多くの

学会のなかではむしろ珍しい存在です。産業界と

学界の関係を如何に繋ぐのか、学界として産業界

へのリターンは何であるのかといったことは会

員レベルからも、運営側に置いても再度強く認識

しなければならないことだと思います。 

エレソと他のソサイエティとの違いは、他ソサ

イエティとの関係をもつ研究会や会員の方が多

く存在するとともに、応用物理学会や電気学会な

ど他学会との接点をもつ研究会や会員の方も多

くおられることではないでしょうか。それぞれの

委員会や会員のアクティビティの高さによるも

のと思いますが、誤解を恐れずに申すならば、何

故同じ研究会が何年も続いているのでしょう

か？ 時限研究会が何故何度も継続するのでし

ょうか？ 他学会との共同での会議や研究会の

開催は技術的、人的な交流に重要だと思いますが、

同じ方々が委員を務めているならば本末転倒な

ところがないでしょうか。同じことを続ける理由

を考えるのではなく、変化すべきところは何だろ

うという発想があっても良いのかとも思います。

安藤元会長、河内前会長の尽力により、昨年７月

に研究専門委員会や時限研究専門委員会の若手

幹事の方々の「リーダーズ・ミーティング」が開

催されました。これからを担う若手の方々が自由

な発想で、関連するそれぞれの分野、さらにはエ

レソや学会のこれからの姿を議論する場に育て

てゆきたいと思っております。また、春には総合

大会、秋にはソサイエティ大会があります。応用

物理学会や電気学会における同様の春・秋の講演

会等とのベンチマークを行い、エレソなりの新機

軸を出すということも必要ではないかとも思い

ます。 

和文論文誌では投稿数の減少、英文論文誌では

特集号に依存している体質が常に議論されてい

るところです。技報からの論文投稿勧誘などの試

みが行われておりますが、委員の方々の努力は現

時点においてあまり効果が出てないようにも思

われます。もっと思い切ったことをしても良いの

かなと思っております。電子ジャーナル ELEX を

発刊したことはエレソにおける変化のひとつだ

と認識しております。最近、エレソでは（１）ELEX

は Letter 論文（誌）である、（２）英文論文誌に

Regular paper などに加えて Brief Paper という

分類を設けて、それぞれの位置づけを明確にしつ

つあります。ELEX は発刊５年を迎え、収支体質を

どうするかとの議論を進める必要があります。応

用物理学会でも APEX という電子ジャーナルが刊

行されております。収支構造については APEX の

方が進んでいる部分もあるやに思われます。ELEX

が日本のみならずアジアのこの分野の代表的な

電子ジャーナルになることを期待しています。 

エレソには、いくつかの国際会議の国内委員会

の役割を果す委員会があります。IEEE という巨大

学会の開催する国際会議といくつかのこれら国

際会議の関係を議論することは重要かと思って

おります。電子情報通信学会やエレソに限らず、

私の専門分野において関連する国際会議として、

①IEDM (IEEE)、VLSI Tech Symp (日米)、ESSDRC 



(欧)、 SSDM (日)、②ISSCC (IEEE)、VLSI Circuit 

Symp (日米)、ESSCIRC (欧)、A-SSCC (アジア・

日)、③IMS (IEEE)、EuMC (欧)、 APMC (アジア・

日)、④DAC (米)、ICCAD (IEEE)、ASP-DAC (アジ

ア・日)などがあります。これら会議を見ますと、

IEEE（米国）、欧州、アジア、日本でのこれら会

議の位置づけが少しずつ異なっております。また、

日本の存在感もそれぞれ異なります。アジア諸国

は単に成長途上国ではなく分野によっては我が

国より進んでいる部分を持つに至っております。

学会においても真摯に現状を認識し、アジア諸国

からも学ぶという姿勢をもって国際会議などに

取り組む必要があると思われます。幸い組織とし

てエレソは強みをもっております。アーカイブ化

はひとつの切り札であると認識を強くし、取り組

む必要があると思っております。 

極論ではありますが、まず「変化ありき」で考

えることが必要であると思っております。変化や

改革への取り組みの考え方はいくつかあると思

います。頂点を極めることも重要ではありますが、

頂点を極める前に変化すると云う発想もありま

す。山の頂上に登り詰める前に単に下山するので

はなく、ハンググライダーで下山するのか、ある

いはロケットで飛び出してしまうのかと云うく

らいの発想も必要です。或いは、最も強いと思う

部分を切り離して、新規な分野を切り拓いてみる

という発想もあります。変化、進歩するためには、

“強み”は足枷になるだけという思い切りの良さ

も必要です。 

どれから手をつけて良いかわからない位の多

くの課題や問題を抱えております。新しいことを

行う或いは変化に手をつけようとすれば、人的、

時間的リソースが限られていることを認識する

必要があります。何かをするには何かを切り捨て

るという発想が必要です。変化のためには、多少

なりとも波風が立つかもしれません。変化するこ

とについて関連の委員会で議論してもらうこと、

既に計画している、あるいは議論の結果生まれる

事柄をひとつでも二つでも実際に行動に移すこ

とを本年のゴールにさせていただき、会員のため

の学会、社会への貢献を果たせる学会になればと

思っております。 

 

著者略歴： 

1977 年東工大・電子物理卒。1982 年東工大・博

士（電子工学）了。1982 年東北大通研助手、助教

授を経て、2000 年東工大精研教授。現在、東工大・

統合研究院教授。高速信号伝送、RF CMOS 集積回

路、異種機能集積設計プラットフォームの研究に

従事。電子情報通信学会では、英文論文誌（Ｃ）

編集委員長、副会長・編集担当（2007 年）、次期

会長（2008 年）を勤める。2005 年エレクトロニ

クスソサイエティ賞受賞。 

 

 

 
巻頭言 

「会長退任にあたって」 

エレクトロニクスソサイエティ前会長     

河内 正夫 (NTT エレクトロニクス) 

 

平成 20 年度の 1 年

間、エレクトロニクス

ソサイエティ（エレ

ソ）会長を務めさせて

いただきました河内

です。昨年 6月の新旧

引継ぎを兼ねたエレ

ソ運営委員会に始ま

り、年 5回のエレソ執

行委員会、年 8回の学

会本部レベルの担務連絡会と理事会、秋のソサイ

エティ大会と春の総合大会での諸行事、早朝から

深夜までの沢山の電子メール、･･･。この間、委

員や幹事の皆様、会員の皆様、そして事務局の皆

様に支えられ、過ぎてしまえば、あっという間の

夢中の一年でした。エレソ会長としての最終日、

5 月 23 日の学会総会では、1980 年代から関わっ

てきた平面光波回路（PLC）の研究開発と産業化

を主な理由として、功績賞受賞の幸運にも恵まれ



ました。皆様に改めて深く感謝いたします。 

エレソでは運営・執行委員会傘下の「企画会議」、

「編集出版会議」、「研究技術会議」を中心として

日頃の運営が行われています。紙面の都合もあり、

全てを列挙することは出来ませんが、以下、平成

20 年度にスタートした新たな試みや活動例を挙

げてみます： 

 

「企画会議」関連では、 

• 今後の新法人化（非営利型一般社団法人

化）に向けて、決算主義に基づく新会計基

準を国際会議および研究専門委員会に適

用。 

• エレソホームページにビデオコンテンツ

配信コーナーを設けて、総合大会等で収録

した特別講演（計 4件）の配信を実施。 

• 過去に議論した内容を検索可能とする「執

行委員会資料閲覧システム」を構築。 

 

「編集出版会議」関連では、 

• 和文誌500号記念特集号およびELEX創刊5

周年記念特集号を企画（私自身も PLC 関連

の招待論文を和文誌特集号に寄稿）。 

• ELEX のインパクトファクタ取得を受け、発

行までの早さ・質・オープンアクセスを強

みとする国際認知度向上策（宣伝パンフレ

ット配布等）を推進。 

 

「研究技術会議」関連では、 

• 研究専門委員会の幹事クラスを対象とす

る「リーダーズミーティング」を開催。 

• エレソと縁が深い国際会議 APMC と MWP の

国内委員会委員長を研究技術会議の正式

メンバー化。 

 

一方、今後の課題として残した重要案件も少な

くありません。中でも一番の気掛かりはエレソ登

録会員数の推移です。現在、学生員数は増加傾向

ですが、正員数は減少傾向にあります。経済不況

の影響を受けて、製造業を含めて企業に所属する

若手技術者の登録数の減少が特に心配です。不況

になると企業は懸命のコスト削減に取り組みま

すが、まず削られる費用として３Ｋ＝「交通費、

交際費、広告費」があります。この３Ｋ削減の余

波を受け、学会活動も憚られ疎かになる傾向があ

ります。そんな今こそ、ポテンシャルある企業の

幹部の皆様には「不況に挫けることなく、将来を

見据えて学会活動に参画すべし」との気概や姿勢

を若手に対して示して頂けると幸いです。改革す

べき点が多いことも事実ですが、学会は、大学や

企業の組織の枠を越えて研究者や技術者が集い、

切磋琢磨しつつ新分野や新市場を生み出し、それ

を担う次世代の人材を育てる大切な交流の場な

のですから。 

最後に、益会長、板屋次期会長のもと、エレソ

が自己改革を続けて益々発展することを願い、退

任の挨拶とさせていただきます。本当にありがと

うございました。 

 

著者略歴： 

1973 年東工大修士了、同年 NTT 入社。以来、液晶

表示、石英系光ファイバ、平面光波回路の研究開

発に従事．1996 年より R&D マネージメントに携わ

り、先端技術総合研究所長を経て、2005 年より現

職の NTT エレクトロニクス（株）取締役．電子情

報通信学会光エレクトロニクス研究専門委員会

委員長（2000）、企画理事（2002-2003）、IEEE LEOS 

Japan Chapter 委員長（2003）．IEEE フェロー、

電子情報通信学会フェロー、応用物理学会フェロ

ー．工学博士（東工大 1978）． 

 

 

 



 特徴その１．投稿数・参加者数が増えています！ 

寄稿 図１に OPE への投稿件数を、図 2には参加者数

を示しますが、共に 2005 年以降毎年 10%程度の割

合で増加しています。地方開催の研究会で行われ

る懇親会も好評で、専門家同士がお互いに深く議

論できる場として、大いに活用して頂いています。 

「理由があります！光エレクトロニクス研

究会へ是非ご参加下さい！」 

          浜本 貴一(九州大学) 
 

特徴その２．国際会議報告会が好評！  光エレクトロニクス研

究会（OPE）は、多くの素

晴らしい御参加者をお迎

えし、研究会を活性化する

ことはとても重要と考え

ており、より多くの皆様に

御参加頂けるよう、さまざ

まな工夫を凝らしていま

す。以下に、本研究会の特

徴を 5つ挙げさせて頂きますので、ぜひ積極的な

御投稿・御参加をお願いします。 

 海外の著名学会の報告会（OFC, ECOC, IRRM, 

CLEO）を行っています。例えば 2009 年度 5 月研

究会では、OFC 報告会(OCS 研究会共催)で行い、

凡そ 100 名もの参加者が熱心に参加されました。

実際に国際会議に来られた方も参加され、カバー

できなかった領域の情報収集や、発表内容に関し

てのお互いの意見の交換など、意義深い場となっ

たようです。 

特徴その３．海外から招待講演を招聘していま

す！ 

  この分野を代表する研究者を海外からも招聘

し、招待講演をお願いしています。たとえば 2009

年 5 月研究会では、米国ベル研究所から C. R. 

Doerr 博士をお招きし講演して頂きました。会場

では熱気が伝わらんばかりの盛況で、活発な討論

が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１．年度別年間投稿件数推移（本研究会） 

特徴その４．学生優秀研究賞があります！ 

 毎年優秀な研究発表を行った学生さんに対し

て、学生優秀研究賞を授与しています。昨年度は

3 名の方がその研究発表を高く評価され、表彰さ

れています。学生のみなさん、ぜひチャレンジし

てください！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．年度別年間参加者数推移（本研究会） 

特徴その５．全国大会でも招待講演があります！ 

 総合大会・ソサイエティ大会の場でも、質の高

い優秀な研究発表を招待講演としてお招きし、講

演して頂いています。 

最後に 皆様のお知恵をお借りし、より多くのご

参加を頂けるよう、研究会運営に努めています。

ご意見・ご提案等ございましたら、ご連絡をお待

ちしております。なお、対象スコープその他本研

究会に関する情報は、ホームページをご参照下さ

い。 

http://www.ieice.or.jp/es/ope/ 



 

著者略歴 

1988 年早大大学院修士課程修了。2000 年 ETH 博

士課程修了。1988 年より NEC 光エレクトロニクス

研究所研究員。1996-1997 年 ETH、2003 年 DTU 客

員研究員。2005 年より現職（九州大学教授）。 

2000 年本研究会専門委員、2000-2001 年同幹事

補佐、2003-2005 年同幹事、2008 年同副委員長、

2009 年同委員長。2000 年 OECC ベストペーパー賞、

2006 年エレクトロニクスソサイエティ功労者。 

Dr. Sc. Tech. 

 

 

 
短信 

「2009 年ソサイエティ大会へのお誘い」 

          大森 裕 (大阪大学) 
 

 今年のソサイエテ

ィ大会は 2009 年 9 月

15 日（火）～18 日（金）

の 4 日間、新潟大学

（新潟市）にて、基

礎・境界ソサイエティ、

通信ソサイエティ、エ

レクトロニクスソサ

イエティの 3 ソサイ

エティ合同の大会として開催されます。 

ソサイエティ大会の開催・運営をご担当される

皆様には引続き開催準備の労に対して深謝申し

上げますと共に、多くの方々が、本大会でご講演

頂き、ご聴講ご参加賜りますよう、お願い申し上

げます。 

エレクトロニクスソサイエティでは、一般講演

に加えて、各研究専門委員会などからご提案頂い

た、下記の公募シンポジウムが企画されます。電

磁界理論関連では「FDTD 法による電磁界解析の最

新事情」と題して、FDTD 法を電磁界解析に適用し

た解析例と今後の展開が討論され、マイクロ波関

連では「超広帯域（UWB）フィルタ：その研究開

発の最新動向と応用」と題して、超広帯域（UWB）

無線通信に必要不可欠なフィルタ技術と今後に

関して議論されます。光エレクトロニクス関連で

はレーザ・量子エレクトロニクス、機構デバイス

と共同企画で「環境と光技術」と題する、環境問

題に応用される光技術のレビューと、将来展望が

紹介され、レーザ・量子エレクトロニクス関連で

は「波長域が広がるレーザ技術とその応用 〜「新

波長レーザ」のシーズとニーズの融合に向けて

〜」と題して、紫外域から中赤外域に到る各波長

域の新たなレーザ光源の講演が行われます。電子

部品・材料関連では、「機能性薄膜の作製と応用

に関する基盤技術への新展開」と題して、高集積

化、高密度実装化のために重要な薄膜技術が紹介

され、有機エレクトロニクス関連では、「環境・

バイオに関わるセンシング材料とデバイス」と題

する、有機エレクトロニクスによる環境・バイオ

に関するセンシング技術の現状と材料およびデ

バイス開発の可能性が討論されます。マイクロ

波・ミリ波フォトニクス関連では、「バイオメデ

ィカル分野を支える最新の光・マイクロ波技術」

における、医療用センサ、イメージングに利用さ

れるマイクロ波・ミリ波フォトニクス技術につい

て議論されます。 

 他に、依頼シンポジウムとして電子デバイス関

連で「高速ミリ波無線通信用デバイス・IC 技術の

現状と展望」、集積回路関連で「More than Moore

を実現する MEMS 融合 LSI 技術」が企画され、大

会 2 日目午後にはプレナリーセッションとして、

特別講演、エレクトロニクスソサイエティ賞授賞

式、レター論文賞授賞式、ELEX AWARD 授賞式など

が予定されます。 

大会委員会特別企画として「超高速インターネ

ット衛星「きずな」の開発と大規模災害時の衛星

利用に対する期待」、「国際標準化活動シンポジウ

ム」についての講演などが行われます。 

講演登録・原稿の締切日は平成 21 年 7 月 8 日

（水）17:00（厳守）となっております。ご講演・

ご聴講、大会プログラムなどの情報は下記 URL 

 



＊ 選定対象者：次のすべての条件を満たす方。 http://www.toyoag.co.jp/ieice/S_top/s_top.html 

 ①講演時に電子情報通信学会の学生員であること。 

をご覧下さい。索引機能付プログラムは 8 月 17

日公開予定です。講演、聴講の事前準備等のため、

DVD 論文集は講演者・予約聴講者に事前発送され

ます。 

②講演申込の際に筆頭著者かつ講演者として登録

し、かつ実際に講演を行った者。 

③過去に電子情報通信学会の学術奨励賞、及び本

賞を受けたことがないこと。 

（尚、シンポジウム課題等は 5月現在の情報を基

にしており、開催時のプログラムと若干異なる場

合がありますことをご了承下さい） 

④表彰時に電子情報通信学会の会員であること。 

 該当者は自動的に本賞の選定対象者として登録

されますので、申込み手続きは不要です。 

  

＊表彰：2010年総合大会のエレクトロニクスソサ

イエティのプレナリーセッションにおいて、下記3

分野それぞれについて2名の方に表彰盾および賞金

（30,000円）を贈呈します。 

著者略歴： 

1972 年大阪大学工学部電気工学科卒業、引き続き

同大学院工学研究科博士課程、電気工学専攻修了、

1977 年日本電信電話公社（現在 NTT）入社、電気

通信研究所研究員などを経て、1989 年大阪大学工

学部電子工学科助教授、2000 年同先端科学技術共

同研究センター教授、2004 年同先端科学イノベー

ションセンター教授、研究歴：NTT：半導体レー

ザ、半導体光デバイス、光回路の研究、大阪大学：

導電性有機材料、有機 EL、有機電子光デバイスの

研究、IEEE、電子情報通信学会各フェロー、応用

物理学会、MRS, SPIE 各会員、MOC Best Paper Award 

(2008)、工学博士。 

イ．電磁波およびマイクロ波 

ロ．化合物半導体および光エレクトロニクス 

ハ．シリコンおよびエレクトロニクス一般 

 

これまでの受賞者については、以下の URL をご参

照下さい． 

 

http://www.ieice.org/es/jpn/award/student.html 

 

 

◆学術コンテンツストリーミング配信について  
 エレクトロニクスソサイエティでは、大会プレ

ナリーセッションでの特別講演等のエレクトロ

ニクスソサイエティが企画する学術講演の内容

を中心とした会員向けコンテンツ配信を提供し

ています。エレクトロニクスソサイエティ HP の

トップページ、または、下記 URL にアクセスいた

だき、パスワードを入力することでご利用いただ

けます。パスワードは会員向けメール配信でお知

らせしています。昨年 11 月よりエレソからのメ

ール配信の末尾にアクセス方法、パスワードが記

載されています。 

 

 
● エレソからのお知らせ 

 

◆ エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞に

ついて 

2009 年ソサイエティ大会（2009 年 9 月 15 日～

18 日、新潟県新潟市、新潟大学）において、第 5

回エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞の

審査を行います。本賞はエレクトロニクス分野に

関する優秀な発表（一般講演、シンポジウム講演）

を行った学生員に対して贈呈するものです。概要

は以下の通りとなっております。詳しくは、下記

URL をご参照下さい。 

 

http://www.ieice-es.jp/movie/login.php 

 

現在までの公開コンテンツは以下の通りです。 

 

[2008 年総合大会エレクトロニクスソサイエティ

プレナリーセッション特別講演] 
http://www.ieice.org/es/jpn/notice/index.html 

1. 「NHK 技研における「超」の技術研究 ～超高



精細，超好感度，超高速度 映像技術～」  

 谷岡 健吉 NHK 技研所長（NHK 技研） 

2. 「水素原子－シリコン表面反応の基礎：～プ

ラズマ CVD での水素の役割解明を目指して～」 

 並木 章 教授（九工大） 

 

[2008 年エレクトロニクスソサイエティ材料・デ

バイスサマーミーティング特別講演] 

3. 「新世代ネットワークに求められる技術 ～新

しい競争原理の登場と次世代ネットワーク技術

～」  

 浅見 徹 教授（東大） 

 

[2008 年ソサイエティ大会エレクトロニクスソサ

イエティプレナリーセッション特別講演] 

4. 「アナログ集積回路技術の歴史と将来展望 ～

A/D 変換器の開発を中心として～」  

 松澤 昭 教授（東工大） 

 

 今後、コンテンツの構成や講演資料 PDF 版の公

開など、より良いコンテンツ配信に向け努力して

参ります。ご利用いただき、お気づきの点やご意

見がございましたら、電子情報通信学会エレクト

ロニクスソサイエティ事務局宛（詳細は下記 URL

をご参照下さい）にご連絡いただきますようお願

いいたします。会員の皆様のご活用をお願いいた

します。 

 

http://www.ieice.org/es/jpn/secretariat/index.

html 

 

 

◆ エレソ News Letter は年 4回発行します．次号

は 2009 年 10 月発行予定です． 

（企画広報担当:狩野） 


